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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第56期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第55期

会計期間
自平成20年６月１日
至平成20年８月31日

自平成21年６月１日
至平成21年８月31日

自平成20年６月１日
至平成21年５月31日

売上高
（千円）

　
9,056,365 7,768,938 37,304,883

経常利益 （千円） 136,778 141,371 413,507

四半期（当期）純利益 （千円） 57,574 86,328 189,609

純資産額 （千円） 8,217,170 8,274,051 8,173,463

総資産額 （千円） 41,092,893 38,559,373 38,537,321

１株当たり純資産額 （千円） 1,027.14 1,031.51 1,016.76

１株当たり四半期（当期）純利益金

額
（千円） 6.62 9.93 21.82

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（千円） － － －

自己資本比率 （％） 21.7 23.3 22.9

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,197,543 △108,833 △473,141

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △121,642 △41,080 △542,804

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 791,704 △218,276 949,937

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 1,039,588 1,130,252 1,499,337

従業員数 （人）　 804 822 838

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

 

 

 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 822(235)

　（注）  従業員数は就業人員（当社グループからグループ外部への出向者を除き、グループ外からの出向者を含むほか、

常用パートを含む。）であり、臨時雇用者数（季節工、パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含み、常用

パートは除く。）は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 650(156)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含むほか、常用パートを含

む。）であり、臨時雇用者数（季節工、パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含み、常用パートは除く。）

は（　）内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1)生産実績

　当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
    至　平成21年８月31日）

前年同四半期比（％）　　

木材事業（千円） 608,101 83.9

合計（千円） 608,101 83.9

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等を含んでおりません。

(2)受注状況

　当第１四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称　
受注高
（千円）　

前年同四半期比　
（％）　

受注残高
（千円）　

前年同四半期比　
（％）

住宅事業 563,951 78.8 688,433 104.4

建設事業 186,290 48.5 513,284 20.5

合計 750,241 68.2 1,201,717 37.9

　（注）１．受注額は、受注契約時における金額により計上しております。

２．上記の金額には、消費税等を含んでおりません。

(3)販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
    至　平成21年８月31日）

前年同四半期比（％）　

木材事業（千円） 2,926,809 82.5

流通事業（千円） 3,961,838 94.9

住宅事業（千円） 415,486 56.7

建設事業（千円） 120,283 49.4

不動産賃貸事業（千円） 162,459 92.1

その他事業（千円） 182,061 98.9

合計（千円） 7,768,938 85.8

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び総販売実

績に対する割合は、すべての当該割合について100分の10に満たないため、記載しておりません。

３．上記の金額には、消費税等を含んでおりません。
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２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）が判断

したものであります。

（1）業績の状況　

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、サブプライムローン問題に端を発した金融危機が昨年秋口以

降一層深刻さを増し、世界的な経済環境の悪化の影響を大きく受け、輸出の減少、円高の進展など景気は一段と後

退しております。これらに伴い、北海道経済につきましても雇用状況の悪化により個人消費は依然として低迷して

おります。また、公共事業及び民間設備投資の減少がさらに加速するなど景気の回復は望めない状況にあります。

　このような経済状況の中、当社グループ（当社及び当社の関係会社）の木材、住宅、建設事業は景気悪化に伴う企

業業績の悪化、雇用不安などにより住宅新設の着工件数及び企業の設備投資等が手控えられ厳しい状況で推移い

たしました。流通事業におきましても、イベント等で集客を図るものの消費マインドの低下、買い控えにより苦戦

を強いられております。

  この結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高が7,768百万円（前年同期比14.2％減）、営業利益は120

百万円（同8.5％減）、経常利益は141百万円（同3.4％増）、四半期純利益は86百万円（同49.9％増）となりまし

た。

　　　　 事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

　木材事業におきましては、景気の急激な減速に伴う企業の設備投資、マンションを含む住宅市場の冷え込みなど

により、建築資材の価格水準は前年同期を大幅に下回る状況が続いておりますが、フローリング（床板）の販売及

び施工受注状況については若干回復の兆しが見えはじめております。

　この結果、売上高は2,926百万円（同17.5％減）、営業利益は72百万円（同18.0％増）となりました。

　流通事業におきましては、景気の急激な減速に伴う個人消費の低迷により、業界全体が一段と厳しい状況にあり、

売上高は前年同期に比べ減少となりましたが、仕入価格、販売管理費等の営業費用の見直しにより営業利益につい

ては前年同期を上回りました。

　この結果、売上高は3,961百万円（同5.1％減）、営業利益は75百万円（同263.7％増）となりました。

　住宅事業におきましては、北海道内における新設戸建住宅に対する需要は、雇用不安、所得が減少するなどの要因

により引き続き低迷した状況で推移しており、また、マンションの需給についても北海道札幌市などでは減速傾向

に転ずるなど、依然として厳しい状況でありますが、北海道函館市におけるマンション販売は、売買契約が順調に

推移しております。

　この結果、売上高は415百万円（同43.3％減）、営業損失は75百万円となりました。

　建設事業におきましては、公共工事の減少等などにより、同業他社との競合は激化しておりますが、前連結会計年

度より引き続き民間設備投資への積極的な参入を行っており、受注高はほぼ計画どおりに推移しております。

　この結果、売上高は120百万円（同50.6％減）、営業損失は27百万円となりました。

　不動産賃貸事業におきましては、売上高は162百万円（同7.9％減）、営業利益は76百万円（同3.3％減）となりま

した。

　その他事業におきましては、売上高は182百万円（同1.1％減）、営業利益は6百万円（同949.2％増）となりまし

た。
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　　（2）キャッシュ・フローの状況

　　　　 当第１四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、長期借入金の返

済による支出などにより、前連結会計年度に比べて369百万円減少し1,130百万円となりました。

　　　　 当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

　     （営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　 営業活動に使用した資金は108百万円（前年同期は1,197百万円の使用）で、主に売上債権が203百万円増加、及び仕

入債務が129百万円減少したことなどによるものであります。

　　　 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　 投資活動に使用した資金は41百万円（前年同期は121百万円の使用）で、主に有形固定資産の取得により33百万円の

支出があったことなどによるものであります。

　　　 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　 財務活動に使用した資金は218百万円（前年同期は791百万円の獲得）で、主に短期借入金の純増額が367百万円（前

年同期は1,351百万円の増加）と前年同期に比べ減少したこと、長期借入金の返済支出が710百万円となったこと

などによるものであります。

　　（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　（4）研究開発活動

　該当事項はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年10月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 8,926,896 8,926,896ジャスダック証券取引所 単元株式数100株

計 8,926,896 8,926,896 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成21年６月１日～

　

平成21年８月31日

－ 8,926,896 － 1,775,640 － 1,867,443

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成21年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 ①【発行済株式】　

 平成21年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　225,200 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式　8,698,900 86,989 －

単元未満株式  普通株式　　  2,796 － －

発行済株式総数 8,926,896 － －

総株主の議決権 － 86,989 －

 

②【自己株式等】

 平成21年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社テーオー小笠原　
北海道函館市港町３丁目

18番15号
225,200 － 225,200 2.52

計 － 225,200 － 225,200 2.52
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年６月 ７月 ８月

最高（円） 1,230 1,220 1,245

最低（円） 1,180 1,181 1,156

 （注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。

EDINET提出書類

株式会社テーオー小笠原(E03169)

四半期報告書

10/25



第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　    当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年６月１日から平成20年８月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年６月１日から平

成20年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21

年８月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,237,562 1,617,426

受取手形及び売掛金 3,775,115 3,569,299

営業貸付金 1,355,651 1,367,875

商品及び製品 3,694,935 3,842,738

販売用不動産 6,777,152 6,911,369

原材料及び貯蔵品 1,415,615 1,556,017

未成工事支出金 418,017 54,263

その他 1,827,928 1,776,679

貸倒引当金 △275,449 △309,201

流動資産合計 20,226,530 20,386,468

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 3,818,593

※1
 3,901,302

賃貸用資産(純額) ※1
 4,818,276

※1
 4,844,335

土地 5,122,258 5,122,028

その他（純額） ※1
 694,215

※1
 513,648

有形固定資産合計 14,453,343 14,381,314

無形固定資産 59,479 59,805

投資その他の資産

投資有価証券 2,838,019 2,617,861

その他 1,099,364 1,209,671

貸倒引当金 △117,364 △117,800

投資その他の資産合計 3,820,019 3,709,732

固定資産合計 18,332,843 18,150,853

資産合計 38,559,373 38,537,321

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,396,559 5,526,556

短期借入金 19,127,835 18,822,753

未払法人税等 62,408 13,043

引当金 133,815 138,987

その他 1,205,215 1,043,496

流動負債合計 25,925,833 25,544,837

固定負債

長期借入金 3,281,590 3,729,485

引当金 228,402 237,873

その他 849,495 851,661

固定負債合計 4,359,488 4,819,020
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年５月31日)

負債合計 30,285,322 30,363,858

純資産の部

株主資本

資本金 1,775,640 1,775,640

資本剰余金 1,867,443 1,867,443

利益剰余金 5,531,176 5,510,393

自己株式 △321,912 △322,166

株主資本合計 8,852,347 8,831,310

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 111,460 4,682

評価・換算差額等合計 111,460 4,682

少数株主持分 △689,756 △662,529

純資産合計 8,274,051 8,173,463

負債純資産合計 38,559,373 38,537,321
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年６月１日
　至　平成20年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 9,056,365 7,768,938

売上原価 7,365,900 6,171,211

売上総利益 1,690,464 1,597,726

販売費及び一般管理費 ※
 1,559,229

※
 1,477,692

営業利益 131,235 120,033

営業外収益

受取利息 4,540 2,035

受取配当金 36,122 38,277

受取保険金 － 61,430

オプション評価益 36,888 －

その他 41,055 43,951

営業外収益合計 118,607 145,694

営業外費用

支払利息 104,316 91,727

その他 8,747 32,629

営業外費用合計 113,064 124,356

経常利益 136,778 141,371

特別利益

固定資産売却益 903 200

貸倒引当金戻入額 － 5,205

特別利益合計 903 5,405

特別損失

固定資産廃棄損 2,235 2,888

たな卸資産評価損 54,823 －

その他 127 －

特別損失合計 57,186 2,888

税金等調整前四半期純利益 80,495 143,888

法人税、住民税及び事業税 89,156 84,117

法人税等調整額 △43,293 3,518

法人税等合計 45,862 87,636

少数株主損失（△） △22,942 △30,075

四半期純利益 57,574 86,328
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年６月１日
　至　平成20年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 80,495 143,888

減価償却費 144,645 149,791

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,513 △34,188

受取利息及び受取配当金 △40,663 △40,312

支払利息 104,316 91,727

オプション評価損益（△は益） △36,888 3,955

有形固定資産売却損益（△は益） △903 △200

有形固定資産廃棄損 2,235 2,888

引当金の増減額（△は減少） 6,341 △14,643

売上債権の増減額（△は増加） △966,346 △203,062

たな卸資産の増減額（△は増加） △579,144 58,667

仕入債務の増減額（△は減少） 114,186 △129,997

その他 370,126 △51,187

小計 △809,111 △22,673

利息及び配当金の受取額 40,373 40,312

利息の支払額 △97,485 △91,810

法人税等の支払額 △331,318 △34,661

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,197,543 △108,833

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △12,396 △12,320

定期預金の払戻による収入 12,300 23,100

有形固定資産の取得による支出 △50,050 △33,575

有形固定資産の売却による収入 24,292 3,323

投資有価証券の取得による支出 △1,712 △28,064

投資有価証券の売却による収入 946 －

貸付けによる支出 △98,075 △37,211

貸付金の回収による収入 6,256 3,959

その他 △3,203 39,707

投資活動によるキャッシュ・フロー △121,642 △41,080

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,351,520 367,425

長期借入れによる収入 139,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △643,342 △710,238

自己株式の取得による支出 △3,028 △3,007

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △2,991

割賦債務の返済による支出 － △2,319

配当金の支払額 △52,444 △67,144

財務活動によるキャッシュ・フロー 791,704 △218,276

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △894
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年６月１日
　至　平成20年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △527,481 △369,085

現金及び現金同等物の期首残高 1,567,069 1,499,337

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,039,588 1,130,252
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

会計処理基準に関する事項の変更 　完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

　　請負工事に係る収益の計上基準については、工事完成基準を適用しており

ましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準適用指針第15号　

平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を当第１四半期連結会計期

間より適用し、当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第１

四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる

工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、

その他の工事については工事完成基準を適用しております。これによる損

益に与える影響はありません。

　　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等使用して貸倒見積高を算定しております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

３．繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年５月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、12,946,173千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、12,811,083千円で

あります。

○受取手形割引高 　1,546,221千円 ○受取手形割引高　 　2,085,669千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金額は次

のとおりであります。　

 貸倒引当金繰入 　13,514千円

 給料手当 　531,148千円

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金額は次

のとおりであります。　

 給料手当 514,868千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

　（平成20年８月31日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

　（平成21年８月31日現在）

 現金及び預金勘定　 1,136,334千円　

 預入期間が３ヶ月を超える定期預金　 △96,746千円

 現金及び現金同等物　 1,039,588千円　

 現金及び預金勘定　 1,237,562千円　

 預入期間が３ヶ月を超える定期預金　 △107,309千円

 現金及び現金同等物　 1,130,252千円　
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年６月１日　至　

平成21年８月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　8,926,896株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　225,250株　　　　　

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年８月27日

定時株主総会
普通株式 87,016 10平成21年５月31日平成21年８月28日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

区分

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

木材事業
（千円）

流通事業
（千円）

住宅事業
（千円）

建設事業
（千円）

不動産賃貸
事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は
 全社
（千円）

連結
（千円）

Ⅰ　売上高及び営

業損益
         

売上高          

(1)外部顧客に

対する売上

高

3,546,3434,172,740733,404243,433176,426184,0169,056,365 － 9,056,365

(2)セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

17,480 － － 3,800 8,319 6,763 36,364(36,364) －

計 3,563,8234,172,740733,404247,233184,746190,7809,092,729(36,364)9,056,365

営業利益又

は営業損失

（△）

61,37520,796△15,451△15,71079,145 646 130,801 433 131,235

　（注）１．事業区分の方法

事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業の主要な品目

(1）木材事業……………フローリング、家具、床材用広葉樹製材、建築用針葉樹製材、一般建築用建材、合板

(2）流通事業……………衣料品、家具、家電、家庭用品、携帯電話代理店業、消費者ローン（自社ローン）、ＤＩ

Ｙ用品、食料品

(3）住宅事業……………戸建住宅、マンション、宅地

(4）建設事業……………土木建築工事

(5）不動産賃貸事業……不動産賃貸業

(6）その他事業…………損害保険代理店業、生命保険募集業、スイミングスクール、カタログ販売

３．会計処理の方法の変更

　　　　　　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　　　　　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間

より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用しておりま

す。この結果、従来と同一の方法を採用した場合と比べ、営業利益が木材事業で3,112千円、流通事業で53,106

千円減少しております。

　　　　　　（リース取引に関する会計基準）

　　　　　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間

より「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部

会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））を早期に

適用しております。これによる営業利益への影響はありません。

４．追加情報

　　　　　　（退職給付会計）

　　　　　  「追加情報」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付会計における数理計算上の差異の償却年

数は、従来その発生時における従業員の平均残存期間以内の一定の年数として12年を採用しておりました

が、従業員の平均残存勤務期間が12年を下回ったため８年に変更いたしました。これによる営業利益への影

響は軽微であります。
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区分

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

木材事業
（千円）

流通事業
（千円）

住宅事業
（千円）

建設事業
（千円）

不動産賃貸
事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は
 全社
（千円）

連結
（千円）

Ⅰ　売上高及び営

業損益
         

売上高          

(1)外部顧客に

対する売上

高

2,926,8093,961,838415,486120,283162,459182,0617,768,938 － 7,768,938

(2)セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

27,604 － － 36,336 8,496 6,662 79,100(79,100) －

計 2,954,4133,961,838415,486156,620170,956188,7237,848,039(79,100)7,768,938

営業利益又

は営業損失

（△）

72,44675,632△75,628△27,63976,524 6,778128,113(8,080)120,033

　（注）１．事業区分の方法

事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業の主要な品目

(1）木材事業……………フローリング、家具、床材用広葉樹製材、建築用針葉樹製材、一般建築用建材、合板

(2）流通事業……………衣料品、家具、家電、家庭用品、携帯電話代理店業、消費者ローン（自社ローン）、ＤＩ

Ｙ用品、食料品

(3）住宅事業……………戸建住宅、マンション、宅地

(4）建設事業……………土木建築工事

(5）不動産賃貸事業……不動産賃貸業

(6）その他事業…………損害保険代理店業、生命保険募集業、スイミングスクール、カタログ販売

３．会計処理の方法の変更

　　　　　　（完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更）

　　　　　　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、請負工事に係る収益の計

上基準については、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準

適用指針第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第18号　平成19年12月27日）を当第１四半期連結会計期間より適用し、当第１四半期連結会計期間に着手

した工事契約から、当第１四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事に

ついては工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を

適用しております。これによる営業利益の影響はありません。

　　　　

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年６月１日　至平成20年８月31日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　当第１四半期連結累計期間（自平成21年６月１日　至平成21年８月31日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年６月１日　至平成20年８月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　当第１四半期連結累計期間（自平成21年６月１日　至平成21年８月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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（有価証券関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）

　その他有価証券で時価のあるものが、前連結会計年度末の末日に比べて著しい変動がないため記載しておりませ

ん。

（デリバティブ取引関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）

　デリバティブ取引の当第１四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度末の末日に比べて著しい変動が

ないため記載しておりません。

（ストック・オプション等関係）

　　　　該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年５月31日）

１株当たり純資産額 1,031.51円 １株当たり純資産額 1,016.76円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 6.62円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 9.93円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

四半期純利益（千円） 57,574 86,328

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 57,574 86,328

期中平均株式数（千株） 8,691 8,690

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）

　リース取引残高は、前連結会計年度末の末日に比べて著しい変動がないため記載しておりません。

２【その他】

　 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年10月14日

株式会社テーオー小笠原

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 柴口　幹男　　印

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 板垣　博靖　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テーオー小

笠原の平成20年６月１日から平成21年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年６月１日から平

成20年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テーオー小笠原及び連結子会社の平成20年８月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半期連結会計期

間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書

提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年10月14日

株式会社テーオー小笠原

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 柴口　幹男　　印

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 板垣　博靖　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テーオー小

笠原の平成21年６月１日から平成22年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平

成21年８月31日）及び第１四半期連結累計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テーオー小笠原及び連結子会社の平成21年８月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書

提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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